
2005年3月期決算説明資料

イー･トレード証券株式会社
銘柄コード：8701

2005年4月26日



１．決算概況



<3>

2005年3月期通期　単独業績

（単位：百万円、％）

営業収益

営業利益

経常利益

当期利益

27,174

11,112

11,226

6,061

+ 84.0

+ 131.4

+ 132.3

+ 176.7

前年同期比
増減率

2005年3月期
（2004年4月～2005年3月）

14,765

4,802

4,833

2,190

2004年3月期
（2003年4月～2004年3月）

純営業収益 25,180 + 82.413,808 

収益面、利益ともに過去最高を更新
前年同期比で大幅な増収増益を達成



<4>

2005年3月期通期　連結業績

（単位：百万円）

営業収益

営業利益

経常利益

当期利益

27,174

11,112

11,343

6,178

2005年3月期
（2004年4月～2005年3月）

純営業収益 25,180

当社は2005年3月期より連結財務諸表を作成しているため2004年3月期においては記載しておりません。



<5>

2005年3月期第4四半期の業績

（単位：百万円）

営業収益

営業利益

経常利益

8,592

3,988 

3,959

第4四半期
（2005年1月～3月）

5,949 

2,270 

2,276 

第2四半期
（2004年7月～9月）

純営業収益 8,1225,472 

今第4四半期（3ヶ月間）は、四半期ベースでも
収益面、利益面ともに最高益を更新

6,193 

2,349 

2,373 

第1四半期
（2004年4月～6月）

5,753 

2005年3月期

6,439 

2,504

2,616

第3四半期
（2004年10月～12月）

5,831



<6>

2005年3月期通期決算のポイント

（1）委託手数料収入・・・前年同期比78％増の18,688百万円に拡大

（2）金融収益・・・前年同期比の2.1倍の5,803百万円に拡大

（3）引受・募集・売出手数料・・・前年同期の約2倍の922百万円に拡大

（4）トレーディング収益・その他手数料収入・・・前年同期比62％増の1,760百万円に拡大

（5）販売費・一般管理費

・総合口座数592,743口座（2005年3月）。年間240,793口座（月間平均20,066口座）を獲得。
・2005年3月期通期における個人売買代金シェアは21.1％と過去最高を更新。

・信用口座数60,644口座（2005年3月）。年間30,277口座（月間平均2,523口座）を獲得。
・信用建玉も307,869百万円と前年同月末比約1.9倍に拡大。

・IPOのシ団への参入件数が増加。

・引受金額、引受件数の両方でオンライン証券専業トップ。

・外国債券や外国為替保証金取引など外貨建商品への積極的な取り組み。

・SBIグループのベンチャーキャピタルファンドを媒介。

・取引増によるボリュームディスカウントが効いたことで販管費の抑制を実現。
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(1) 委託手数料収入

（百万円）

2004年3月期
（2003年4月～2004年3月）

2005年3月期
（2004年4月～2005年3月）

約78％増

イー・トレード証券決算のポイント
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150,000

200,000
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350,000

400,000
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500,000

550,000

600,000

650,000

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

主要オンライン証券5社の口座数 オンライン証券主要5社の口座数推移
（口座数）（口座数） （2005年3月末現在） （2003年12月から2005年3月まで）

出所：各社ホームページ等公表資料より当社にて集計
※ マネックス証券、日興ビーンズ証券はMonexBeansとして合算。

主要オンライン証券の口座数比較

2003年 2004年

2004年4月から2005年3月までの月
間平均口座獲得数は、20,066口座
と高水準。
2005年3月には過去最高の33,968
件を獲得。

（１）.　委託手数料収入

233,165249,222
269,471

439,514

592,743

150,000
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イー･トレード Monex
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松井 楽天 カブコム

イー･トレード
592,743

MBH
439,514

松井
269,471

楽天
249,222

カブコム
233,165

2005年
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198,164

228,961
241,018

253,988

290,558
315,470

351,950

452,493

512,617

592,743

405,050

268,016

214,068

617,385

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 4月

当社の口座数推移

（口座数）

2003年3月期 2004年3月期 2005年3月期

2004年3月期（12ヶ月間）
月間平均獲得口座　8,163口座

2003年3月期（12ヶ月間）
月間平均獲得口座　4,652口座

2005年3月期（12ヶ月間）
月間平均獲得口座　20,066口座

（１）.　委託手数料収入

22日現在
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53,100
34,575

22,249 23,549 14,807

47,443

23,198

19,632 17,439
21,865

60,124

31,806

22,911 22,309 23,197

80,126

36,663

28,349 29,576 27,572

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

イー･トレード 松井 MBH カブコム 楽天

4Q（2005年1月～3月）

3Ｑ（2004年10～12月）

2Ｑ（2004年7～9月）

1Ｑ（2004年4～6月）

240,793

93,141

（獲得口座数）

126,242

92,873

出所：　各社ホームページ等公表資料より当社集計

主要オンライン証券の獲得口座数比較

87,441

2005年3月期（2004年4月～2005年3月）
の1年間の獲得口座数

（１）.　委託手数料収入

1Q

2Q

3Q

4Q
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出所：各社ホームページ等公表資料より当社にて集計

（百万円）

2003年

2005年3月における
一日当たり売買代金

（百万円）

2004年

主要オンライン証券の株式委託売買代金推移

主要オンライン証券5社の1日当たり平均売買代金の推移
（2003年1月から2005年3月まで）

（１）.　委託手数料収入

※ マネックス証券、日興ビーンズ証券はMonexBeansとして合算。

松井
97,234

楽天
91,923

イー･トレード
178,438

カブドットコム
41,903

マネックス
ビーンズ
67,783

2005年
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主要オンライン証券の個人株式委託売買代金シェア

過去3年間の同期間比較

出所：東証統計資料、JASDAQ統計資料、各社ホームページ等公表資料より当社にて集計
※ 個人株式委託売買代金は3市場（1・2部）とJASDAQを合算
※ マネックス証券、日興ビーンズ証券はMonexBeansとして合算。

（１）.　委託手数料収入

その他
63.3％

主要オンライン
証券5社
36.7％

2005年3月期
（2004年4月～2005年3月）

その他
50.9％

主要オンライン
証券5社
49.1％

その他
39.1％

主要オンライン
証券5社

60.9％

3.0カブドットコム

4.4Monex Beans

8.3DLJ(楽天証券）

10.3松井証券

10.7％イー・トレード

7.5Monex Beans

4.6カブドットコム

9.5DLJ(楽天証券）

12.2松井証券

15.2％イー・トレード

10.0Monex Beans

11.3楽天証券

5.4カブドットコム

13.1松井証券

21.1％イー・トレード

2004年3月期
（2003年4月～2004年3月）

2003年3月期
（2002年4月～2003年3月）
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３大証券会社との株式委託売買代金比較

（10億円）

出所：証券会社各社・東証の公表数値をもとに当社作成

2002年3月期 2003年3月期 2004年3月期 2005年3月期

各社の株式委託売買代金の推移
（当社、松井は2005年3月期4Qまで、その他は3Qまで）

（単位：10億円、括弧内各社委託売買
代金を３市場委託で除したシェア ）

2005年3月期4Q
における委託シェア

（１）.　委託手数料収入

日興シティ

大和

松井　5,466（4.44%）

野村

大和SMBC

10,307（8.38%）

日興コーディアル
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上場オンライン証券との平均手数料・ベーシス比較

（円）
平均委託手数料、ベーシス比較

（2005年3月期）

（ベーシス）

（１）.　委託手数料収入

ベーシスベーシス

平均手数料平均手数料

出所：各社決算資料より当社作成

平均手数料：　委託手数料÷約定件数
ベーシス：　委託手数料÷委託売買代金
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当社の手数料体系

1回の約定代金

50万円まで

100万円まで

150万円まで

株式委託手数料

735円

945円

1,155円

スタンダードプラン

150万円超 1,680円
※現物取引の場合

非常にシンプルで分かりやすい手数料体系
投資スタイルに合わせて選択可能な手数料体系

1回の約定代金

代金に関わらず

株式委託手数料

577円

信用取引

1日の
約定代金の合計額

以降300万円
増加する毎に

株式委託手数料

＋2,100円

アクティブプラン

300万円まで

600万円まで

900万円まで

2,100円

4,200円

6,300円

1日に何回取引しても1日の合計の約定代金がある
金額までは定額。

現物取引 現物・信用取引

アクティブプラン選択者は全体の1.8％
（2005年3月末現在）

（１）.　委託手数料収入
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楽天証券の新手数料体系との比較について

0
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イートレード

楽天　指値

楽天　成行

50 150 500 3,000

イートレード

楽天　東証他

楽天　JQ

0

10 ,000

20 ,000

30 ,000

40 ,000

50 ,000

60 ,000

50 150 500 3,000

イートレード

楽天

現物 信用 定額制
手数料
（単位：円）

売買代金（単位：万円）

当社スタンダードプランと
楽天ひとつき定額コースの比較

当社アクティブプランと
楽天いちにち定額コースの比較

売買代金（単位：万円）

手数料
（単位：円）

※売買回数に応じたキャンペーン手数料や新規口座開設時の限定無料キャンペーンは含まず。

（１）.　委託手数料収入



<17>

(参考) 預り資産の推移

（億円）

12,734

3,978

6,052

23,400

11,304

15,050

5,756
7,206

9,444

12,174

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

イー・トレード 松井 ＭＢＨ カブコム 楽天

2004年3月末

2005年3月末

（１）.　委託手数料収入

前年比
+92.2％

前年比
+19.7％

前年比
+18.2％

前年比
+44.7％

前年比
+19.1％
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(2) 金融収益

（百万円）

1,762

3,809

5,803

2,719

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000
金融収益

金融収支（金融収益－金融費用）

2004年3月期
（2003年4月～2004年3月）

2005年3月期
（2004年4月～2005年3月）

約2.1倍

イー・トレード証券決算のポイント
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60,000

65,000
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60,644

51,316

24,185 23,880

0

10,000
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60,000

70,000

イー･トレード 松井 カブコム Monex
Beans

楽天

（信用口座数） 松井証券との信用口座数比較　主要オンライン証券5社の信用口座数

非開示

主要オンライン証券との信用口座数比較

2004年

当社の2004年4月から2005年3月まで
の信用口座獲得件数は、30,277口座
と松井証券の13,553口座の2.2倍のペー
ス。昨年10月には松井を追い越し、
その差を拡大している。

（2004年3月から2005年3月まで）（2005年3月末現在）（信用口座数）

（2）　金融収益

出所：各社ホームページ等公表資料より当社にて集計
※ マネックス証券、日興ビーンズ証券はMonexBeansとして合算。

イー･トレード
60,644

松井
51,316

2005年
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信用建玉の推移

（2）　金融収益

78,532
112,925 108,488

164,545
179,747 184,093 171,966

251,987

23,751
29,762

35,946

55,881
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一般（無期限）信用

制度信用（買・売）

（百万円）

2004年2003年

78,532

112,925
108,488

164,545

203,499
213,856 207,913

信用建玉（買・売の合計）の推移（月末残高）

307,869

2005年



<21>

(3) 引受・募集・売出手数料

（百万円）

922

458
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約2.0倍

イー・トレード証券決算のポイント

2004年3月期
（2003年4月～2004年3月）

2005年3月期
（2004年4月～2005年3月）



<22>

当社IPO引受実績

（3）　募集・引受・売出手数料
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2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年

引受比率15％以上　26社
幹事指名　29社

3030大和SMBCかわでん（JQ）11/25

1510新光共立印刷（JQ）2/16

2020HSベリトランス（大H）10/5

1010新光
船井財産ｺﾝｻﾙﾀﾝ
ﾂ（東M）7/15

3/9

6/18

5/27

5/26

上場日
引受

比率（%）
幹事

比率（%）主幹事会社名

ガンホー（大H）

ランシステム（JQ）

ディップ（東M)

レカム（大H）

HSBC

UFJつばさ

UFJつばさ

HS

2335

1010

1220

1720

2004年～2005年3月末における幹事入り企業

※　委託販売、不動産投信を除く

新規公開株式引受実績
累計236社

うち

新規公開株式引受実績

3月期 3月期 3月期 3月期 3月期

※　

他のオンライン専業証券に比べ高シェアの引受が多い

3月期
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イー・トレード 松井 MBH 楽天

主要オンライン証券4社の引受実績

（3）　募集・引受・売出手数料

（引受金額、百万円） （引受社数）

引受金額※

2005年3月期（2004年4月～2005年3月）

引受金額※

2005年3月期（2004年4月～2005年3月）

出所：発表資料より当社算出

引受実績比較（上場日基準）

※ オーバーアロットメントを含む。上場日基準。業者委託は含まない。

引受社数※

2005年3月期（2004年4月～2005年3月）

引受社数※

2005年3月期（2004年4月～2005年3月）
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SF
12.4%

Ma
10.4%

Ni
7.0%

Mi
6.0%

No
5.5%

Sh
5.1%

Ic
4.5%

Da
3.2%

その他
27.3%

（参考）立会外分売の実績

（3）　募集・引受・売出手数料

東証における分売取扱実績シェア
（2004年4月～2005年3月現在）

イー・トレード

当社立会外分売主斡旋企業

東証・大証における分売実績
2005年3月期（2004年4月～2005年3月末）

取扱会社数：151社
分売合計金額：　　約676億円
弊社申込金額：　約933億円
うち取扱い金額合計：　　約131億円
当社取扱いシェア：　　約19.7％(全証券会社トップ)

※立会外分売による収入は委託手数料収入に含みます。

東証Mメッツ2004/12/2

東証Mモーニングスター2004/10/27

HCクラビット2005/3/14

東証Mフォーバルテレコム2004/3/12

東証Mフォーバルテレコム2004/6/14

東証2ハークスレイ2004/6/21

東証１東京個別指導学院2004/10/26

HCクラビット2003/6/27

2004/8/2

2003/12/5

2003/9/16

2003/9/11

2003/6/23

2003/6/9

実施日 市場会社名

エム･ピー･テクノロジーズ

ネクシィーズ

クラビット

イーシステム

ジグノシステムジャパン

オックス情報

東証M

HC

HC

HC

HC

HC18.6％
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(4) トレーディング損益・その他収入

（百万円）
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1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

約62％増

イー・トレード証券決算のポイント

2004年3月期
（2003年4月～2004年3月）

2005年3月期
（2004年4月～2005年3月）

その他受入手数料収入＋トレーディング損益＋その他営業収益
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135
620 799

3 ,383

1 ,937
2 ,377

354

789 697

893 3 ,829

5 ,116

2 , 647

43
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4月

外債

円債

債券・その他商品の実績

年金不安・低金利
を受け、外国債券・
個人向け国債の人
気が上昇。債券宝く
じサービス（愛称：
億万長者物語）の
プロモーション効果
により販売額が急
伸。

（単位：百万円）

債券販売額（公社債・外債）の推移

2003年 2004年

（4）　トレーディング・その他手数料

489

1,409 1,496

4,276

5,766

7,493

2,690

21日まで

ﾍﾞﾝﾁｬｰｷｬﾋﾟﾀﾙﾌｧﾝﾄﾞ
投資事業匿名組合

営業者：ＳＢＩブロードバンドキャピタル

•投資金額の小口化（未公開株組入ﾌｧﾝﾄﾞ最低50万円
から、BBﾌｧﾝﾄﾞ1口100万円）を実現。

•匿名組合を活用し、個人投資家の個人情報保護（匿
名性）を実現。

個人投資家

証券化商品・匿名組合の媒介

　SBIﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾌｧﾝﾄﾞ
各ｼﾘｰｽﾞ媒介計　

2004年8月～2005年3月31日現在

6,049百万円
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為替保証金取引の対応通貨拡大

（4）　トレーディング・その他手数料

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10 ,000

12 ,000

14 ,000

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

口座数

1日あたり売買代金

2003年 2004年

（口座数）
（売買代金）

単位：百万円

100

139

145

100

111

86

100

121

108

80

90

100

110

120

130

140

150

05年1月 05年2月 05年3月

ET
MBH
松井

2005年2月に12通貨ペアの取引ができる新取引システムにリプレイスを実施

為替売買代金の推移（指数化）為替保証金取引の口座数、売買代金推移

（指数）

2005年

1月に為替保証金
取引拡充を発表。
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(5) 販売費・一般管理費

854 1,250

2,580
4,165

851

2,430
1,338

1,573

1,830

3,639

693
1,696

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

（百万円）

9,006

取引関係費

人件費

不動産関係費

事務費

減価償却費

その他・
貸倒引当金繰入

14,067

租税公課

イー・トレード証券決算のポイント

2004年3月期
（2003年4月～2004年3月）

2005年3月期
（2004年4月～2005年3月）
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184

156

100

80

100

120

140

160

180

200

営業利益と販売費・一般管理費の比較

（指数）

2004年3月期
（2003年4月～2004年3月）

2005年3月期
（2004年4月～2005年3月）

営業収益は前年同期比1.84倍に拡大した。大幅なシステム投資を行いながらも、販管費を
抑制したことで利益率に貢献した。

営業利益と販売費・一般管理費の指数比較

営業収益

販売費・一般管理費

（5）　販売費・一般管理費
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主要オンライン証券との一約定当りの販売費・一般管理費の比較

（円）

1,092

740

596
631

910

643

740
692

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

イー・トレード 松井 ＭＢＨ カブコム

2004年3月期
2005年3月期

出所：　各社公表資料より当社集計

販売費・一般管理費÷約定件数で算出
（2004年3月期、2005年3月期）

※MBHの2004年3月期はマネックスと日興ビーンズの販管費を単純合算

（5）　販売費・一般管理費



２．今後の事業展開
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今後の事業展開

(1) アクティブ層の取り込み

(2) 新しい投資家の獲得

(3) グローバル取引

(5) 証券化ビジネス

(6) 主幹事業務

(4) ストックレンディング

・「HYPERE*TRADE」を本格稼動・・・アクティブ層の獲得、囲い込みを図る。

・単元未満株取引「S株」の開始・・・投資ビギナーの取り込みを図る。

・IYバンク銀行との提携・・・同社ATMが利用できるATMカードの発行や店頭での口座開設の受付で連携。

・ネクシィーズとの合弁設立・・・証券仲介業制度を活用した新しい投資家の獲得を目指す。

・中国株（香港株）取引の開始・・・業界最低水準の手数料体系で本年３月２８日より取引開始。

・日韓クロスボーダー取引の開始・・・本年５月末から韓国株取引を開始予定。オンライン証券初。

・貸株による収益機会の拡大・・・自己融資した信用建玉を活用して新たな収益源の構築を目指す。

・本格的に主幹事業務へ参入

・他業種との連携により主幹事候補企業の発掘を強化

・証券化ビジネスへの参入・・・コンテンツ関連ビジネスを展開する企業との連携により実現を目指す。
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ウェブ経由 HET経由

「HYPERE*TRADE」のサービス開始

オンライン専業証券初！

板情報を見ながら気配値にマウス操作のみで
発注できる機能を搭載。

従来のウェブ経由での約定率が約38％であった
がHYPER E*TRADE導入によって約63％に上がっ
た。現在はβ版だが、本格導入した際における手
数料収益の伸びが期待できる。

HYPER E*TRADEとウェブサイトの約定率比較
（2005年3月月間）

機関投資家並の本格的アクティブトレーダーツールの提供により、
アクティブトレーダーの取り込み、囲い込みを図る

(1) アクティブ層の取り込み

（％）
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単元未満株（S株）

売買委託手数料 株式約定代金×1.575％（最低手数料　525円）

取引可能な株式 東証（1部・2部・マザーズ）、大証（1部・2部・ヘラクレス）
JASDAQ※、名証※、福証※　（※当初売却のみ）
ただし、1単元が1株の銘柄、整理ポスト・監理ポスト銘柄、保管振替非同意銘柄、ETF/REIT、その
他当社の事由により取扱い対象外とした銘柄を除く。

注文受付 原則として15時30分から翌日10時30分まで

約定 注文いただいた時間により、下記値段で約定いたします。
東証・大証・名証・福証：１日２回（後場の始値、もしくは前場の始値）
JASDAQ：　１日１回（後場の終値）
※ただし、ストップ高・ストップ安比例配分となった場合は約定しません。

売買単位 1株の整数倍かつ１単元未満の範囲（ただし1単元が1株超の銘柄に限る）

【S株の主な特徴】

（1）単元未満の最小単位である1株の整数倍での売買

（2）特定口座で管理

（3）単元株と同様に株主権がある（議決権はない）

（4）証券保管振替機構を通じて、他社からの移管も可能

（5）「S株」で購入した単元未満株も信用取引の保証金代
用証券として利用可能

単元株

S株
株式分割などで単元未満となっ
た単元未満株を保有している場
合、単元に満たない不足分を「S
株」で購入し単元株とすることも
できる。

1
株

1
株

1
株

1
株

投資ビギナーの取り込み

(2) 新しい投資家の獲得
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クレジットカード機能付キャッシュカードの発行

本年7月を目処にセブンイレブンやイトーヨーカ
堂に設置されたアイワイバンク銀行のATMを通
じて、イー・トレード証券の証券総合口座から24
時間365日いつでも現金の入出金が可能に！

ATM台数
24都道府県

9,771台（2004年1月20日現在）

証券総合口座が投資口座から生活口座としての利用に用途拡大

IYバンク銀行と提携（ATM接続）
～本年７月接続開始予定～

証券総合口座の利用用途を拡大し新しい投資家の取り込みを図る

資料請求 口座開設用紙

イトーヨーカドーの『みんなの銀行窓口。』に設
置された、資料請求用紙を郵送する事で口座開
設用紙が送られ、口座開設が行える。

(2) 新しい投資家の獲得
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ネクシィーズ

ネクシィーズとの証券仲介業合弁会社設立について

　39％ 　61％

商号：　　　　　株式会社ネクシィーズ・トレード
所在地：　　　東京都渋谷区桜丘町20-4　ネクシィーズ スクエアビル
資本金：　 5,000万円（資本準備金 5,000万円）
出資比率：　 株式会社ネクシィーズ　　　・・・　61％
　　　　　　　　イー･トレード証券株式会社 ・・・　39％
設立：　　　 平成17年3月
役員構成：　取締役会長　北尾　吉孝（SBI代表取締役ＣＥＯ）

代表取締役：大前 成平（ネクシィーズ取締役副社長）
取締役：　　　岩本 恵了（ネクシィーズ取締役）

証券取引機能・
システムの提
供

マーケティング
機能の提供

ネクシィーズのアナログ方式（テレマーケティング、DMなど）でのマーケティングノウハウを
活用し、これまでネット証券を利用していない資産保有層の新規口座の獲得を目指す。

アナログ方式（テレマーケティング、DM
など）による新規口座の獲得

5月にも証券仲介業登録申請を予定。

ネクシィーズ・トレード
（イー･トレード証券仲介業者）

(2) 新しい投資家の獲得

ネクシィーズイー・トレード証券
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中国株（香港株）取引の開始

売買コスト比較（手数料、諸経費、保管料）

売買代金 10万円

500万円

保管料

手数料＋諸経費

525

5,250

なし

楽天

50万円 2,625

525

4,158

なし

イー･トレード

2,625

本年3月28日より開始

728

25,653

なし

松井

2,578

728

18,828

1,260円/年

ユナイテッドW

1,895

3,140

20,300

なし

藍沢

3,933

100万円 5,250 4,158 5,130 3,765 5,600 

中国株についても業界最低水準の手数料体系を提供。

取引手数料は、国内委託手数料・現地取次手数料・現地諸費用を
全て含めて、約定代金の0.5％（税込0.525％）

･ 最低手数料：30香港ドル（税込31.5香港ドル）

･ 約定代金6万香港ドル以上のお取引は、一律：300香港ドル（税
込315香港ドル）

外国証券取引口座開設料・管理料は無料。

(3) グローバル取引
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日韓クロスボーダー取引の開始

香港

既に開始している米国株取引、中国株（香港）取引に加え、本年５月下旬より韓国株取引を
開始する。尚、本年７月下旬には韓国投資家に日本株を購入できる機会を提供する。

韓国 米国

米国株取引
2003年6月開始

日韓リアルタイムクロスボーダー取引

日本→韓国　5月下旬より
韓国→日本　7月下旬より

韓国上場株44銘柄より開始

日本

グローバルな投資機会の提供により、投資家のニーズを喚起し当社への取り込みを図る。

(3) グローバル取引
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信用取引自己融資分

バスケット

個別銘柄

貸株による新しい収益基盤の確立

株券貸出

品貸料+担保 証券会社

株券貸出

品貸料+担保 証券会社

株券貸出

品貸料+担保 証券会社

派生商品マーケット

個別株
先物・オプション

マーケット

マーケットメイク
マーケット

現物売買
マーケット

カウンターパーティ ヘッジ取引

ヘッジ取引

ショートカバー

ショートカバー

フェールカバー

(4) ストックレンディング

当社が自己融資（当社の資金を顧客に貸し出す）した建玉からの一部を証券会社を中心とす
るカウンターパーティーに貸出することで新しい収益源を構築する。



<40>

個人投資家

ウィル・ドゥー
＋

証券化ビジネスについて

製作委員会方式によるコンテンツ出資に参画

映画会社
テレビ局

レコード会社

「ビートキッズ」製作委員会

（著作権共有）

平成17年春に公開予定の劇場用映画「ビート・キッズ」（松
竹配給）の製作に出資・参画。

「ビート・キッズ」は、ウィル・ドゥー、松竹株式会社、東芝
EMI株式会社、東芝エンタテインメント株式会社、オリコン
株式会社、株式会社関西どっとコム、朝日放送株式会社、
株式会社イエス・ビジョンズで製作委員会で構成。

(5) 証券化ビジネス

証券化商品映画などの
コンテンツ

将来的には、コンテンツ投資スキームを開発し個
人投資家に新しい投資機会を提供していく。

収益

投資

収益
分配投資

当社は、ウィル・ドゥーのコンテ
ンツ製作におけるノウハウを活
用し、一般投資家が参加できる
コンテンツ証券化スキームの開
発を検討していく。

ウィル・ドゥー ＋
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主幹事業務への参入

主幹事業務へ進出

・236社の引受実績

・ブックビルディングの積み上げ

・上場後の豊富な手口

・資本市場部の設置

・審査部門の強化

引受業務における実績の積み重ね SBIグループの販売力の活用

+

マーケットメイクへの参入（2004年10月より開始）

+

※

※　業者委託、不動産投信を含まず

(6) 主幹事業務
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上場候補企業発掘のための提携強化

同社ファンドへの出資市場誘導業務提携内容

目的

概要

それぞれの地域に密着した地方銀行との市場誘導ビジネスに
よる連携を拡大することで、これまで発掘できなかった地域に
おいて株式公開を志向する企業の発掘が可能となるとともに、
引受件数の更なる拡大を目指す。

本店：千葉県千葉市

店舗数：71店舗（千葉県内70
店舗、都内1店舗）

行員数：1,376名（2004年3月
末現在）

千葉興業銀行

本店：山口県周南市

店舗数：70店舗(支店59、出張
所10、移動店舗1)

行員数：827名（2004年3月末
現在）

西京銀行

ベンチャー企業と広範なネッ
トワークを有する同社との関
係強化により引受業務を中
心とするインベストメントバン
キングビジネス拡大を目指す。

本社：東京都港区
森トラストなどとの協業による
ファンドを既に３本運営。

グローバル・ブレイン

2004年11月提携 2005年2月提携 2005年3月提携

(6) 主幹事業務



３．株主還元について
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株主還元について

平成17年3月期（第63期）利益配当案

2,000配当計

800上場記念配当

平成17年2月17日
発表の配当案

1,200普通配当

配当性向　37.4％
（期末発行済ベース）

2,300
800

1,500

平成17年4月21日
発表の配当案

将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保しながらも、
配当性向20％を目処として配当を実施していく。



http://www.etrade.ne.jp


